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発表の流れ

１．ＩＣＴ活用の現状（授業・家庭）

２．機器導入から現在までのプロセス

３．今後の課題
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１．ICT活用の現状

ICTを活用するうえで大切にしていること

・教科のねらいにせまる活用

・情報活用能力を育むための活用
（集める・まとめる・伝える・操作スキル）

・家庭での有効活用
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１．ICT活用の現状（授業での活用）

１年生 生活科「行くぞ学校探検隊」
国語科「こんなもの見つけたよ」

＜活用方法＞
校内で見つけたものの写真を撮り、紹介する。
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１．ICT活用の現状（授業での活用）

２年生 算数科「新しい計算を考えよう」

＜活用方法＞

どのようなかけ算にしたのかを図や式に表し、考
えたことを伝え合う。
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１．ICT活用の現状（授業での活用）

３年 理科「風とゴムのはたらき」

＜活用方法＞

クラスみんなの実験の結果から、わかることを書
き込み、伝え合う。
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１．ICT活用の現状（授業での活用）

４年 社会科「滋賀県の自然災害」

＜活用方法＞

災害の際に役立つものを撮影し、写真に書き込
みをして伝え合う。
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１．ICT活用の現状（授業での活用）

５年生 理科「雲と天気の変化」

＜活用方法＞

流れる雲の様子を動画で記録し、わかったことを
まとめる。
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１．ICT活用の現状（授業での活用）

５年生 総合的な学習の時間「琵琶湖学習」

＜活用方法＞

フローティングスクールで学んだことを数枚のス
ライドにしてまとめ、伝え合う。

9



１．ICT活用の現状（授業での活用）

６年総合的な学習の時間「色別応援を成功させよう」
＜活用方法＞

応援の様子を動画で記録し、動画に合わせて応援内
容を説明するテロップを入れる。
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１．ICT活用の現状（授業での活用）

わかぎ学級 自立活動・生活単元
「クイズで自分のことを伝えよう」

＜活用方法＞

自分のことを紹介する３ヒントクイズをつくり、伝
え合う。
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１．ICT活用の現状（家庭での活用）

自分が学習したいことを学ぶ（ジャストスマイルドリル）
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１．ICT活用の現状（家庭での活用）

運動会の練習に動画を使う（オクリンク）
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１．ICT活用の現状（家庭での活用）

学校と家庭をオンラインで結ぶ（Teams）
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２.機器導入から現在までのプロセス

昨年度 １人１台タブレット端末搬入 ３月より試用開始

１学期 授業づくり・家庭への持ち帰り・職員研修

夏季休業中 職員研修

２学期 授業づくり・学校と家庭をつなぐ・職員研修

３学期 授業づくり・職員研修
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２.機器導入から現在までのプロセス

１学期 授業づくり・家庭への持ち帰り・職員研修

子どもたちがタブレット端末を使うにあたり、まず
は教員の不安を軽減するための研修を実施

・タブレット端末の使い方を説明
・タブレット端末を使用する際の約束を配布
・タブレット端末を持ち帰る際には案内を配布
・県総合教育センターのサテライト研修（ICT活用） 16



２.機器導入から現在までのプロセス

夏季休業中 職員研修

・１学期に各学年で行った授業について交流
（成果と課題、改善点の共有）
・学年ごとにICTを有効活用する授業づくり
・学校と家庭をつなぐためのTeams体験

2学期以降のICT活用をよりよいものにするために
職員研修を実施
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２.機器導入から現在までのプロセス

１人1台端末を有効活用するためのPDCAサイクル

D:授業を行う

C:授業を振り返るA:成果と課題、改善点の共有

P:授業の計画をする
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２.機器導入から現在までのプロセス

２学期 授業づくり・学校と家庭をつなぐ・職員研修

・学校と家庭をつなぐ取組
・今後、ICT活用をよりよいものにするために職員
研修を実施

・学校と家庭をつなぐ際には案内を配布
・２学期に各学年で行った授業について交流
（成果と課題、改善点の共有）
・学年ごとにICTを有効活用する授業づくり 19



３．今後の課題

・教科等で身に付ける資質・能力とともに、情
報活用能力も育むことができるICTを活用し
た授業づくり

・情報活用能力の系統的・教科横断的な育成
を行うためのカリキュラム・マネジメント

・発達段階に合わせた情報モラル教育の
系統的なカリキュラムの作成
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